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2) 応募並びに採択状況 
課題 応募 採択 
計画研究1 11件 （11名） 11件 （11名） 
計画研究2 4件 （ 9名） 4件 （ 9名） 
計画研究3 9件 （10名） 9件 （10名） 
計画研究4 4件 （ 6名） 4件 （ 6名） 
計画研究5 4件 （ 4名） 4件 （ 4名） 
自由研究 32件 （48名） 32件 （48名） 
施設利用 38件 （50名） 36件 （46名） 
 
 
2. 研究成果 
(1) 計画研究 
1-1 物体ベースの注意の側面からみた視覚認知の霊長
類的起源 
牛谷智一（千葉大・文） 
対応者：友永雅巳 
チンパンジーを用いた昨年度の研究では，標的の呈
示に先立って手がかり（先行刺激）を呈示し，それらが
同じ物体内に位置する条件の方が，別々の刺激に位置す
る条件よりも標的への反応時間が短いことを確認した．
すなわち，先行刺激の呈示された物体全体への注意が賦
活され（物体ベースの注意），標的へと注意が移動する
コストが低くなったと考えられる．今年度は，引き続き
チンパンジーを用いて，他の物体によって一部隠蔽され
た物体であっても，隠蔽部分を知覚的に補間して，その
物体全体への注意が賦活されるか調べた．長方形の上に
別の長方形を重ね，それを「くぐって」移動する注意の
コストを，長方形の断片から断片へと移動するコストと
比較した．水平に 3つないし 4つの長方形を並べた刺激
を用いた最初のテストでは，いずれの条件でも同じ反応
時間のパターンを示し，隠蔽された部分を補間して物体
全体に注意の賦活している証拠が見られなかった．そこ
で，ただ 2つの長方形を X型に重ねて配置して，刺激
